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キ

報

に
陶
然
と
な
っ
た
の
は
聴
衆
の
一
人
、
私
の
み
で
は
無
か
っ
た
ら
う
。

大
石
君
の
姑
娘
は
支
那
貝
賦
負
の
日
本
人
が
、
ひ
と
目
で
、
ぞ
っ
こ
ん
と
一
五

ふ
と
こ
ろ
、
歌
っ
て
屑
る
と
レ
タ

I
の
一
一
、
三
十
通
は
た
し
か
に
舞
ひ
込

ん
で
来
る
器
量
好
し
、
そ
れ
で
ハ

1
モ
品
力
の
濁
奏
を
演
じ
た
の
だ
か
ら

喰
ら
な
い
愛
婿
た
っ
ぷ
り
の
奏
し
方
が
「
気
に
入
っ
た
」
と
叫
ん
だ
者
が

あ
っ
た
。
竹
内
君
の
基
の
柏
市
民
は
育
ち
が
知
れ
相
な
隠
し
裏
、
白
線
に
向

ふ
鉢
巻
、
庚
告
集
押
し
立
て
弘
、
お
も
む
ろ
に
ト
ラ
ン
ク
か
ら
取
出
し
た

片
足
の
も
げ
た
禿
頭
の
人
形
で
は
無
い
、
暮
Y
そ
こ
で
慕
由
貿
口
上
、
高
々

正
張
り
上
げ
て
「
＋

I
テ
お
立
合
ひ
：
：
：
：
」
と
や
ら
か
し
た
。
後
で

聞
く
と
口
を
開
け
て
ポ
カ

1
シ
と
見
上
げ
て
居
た
唆
い
の
が
随
分
居
た
相

な
1
1
1。
成
川
君
の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
力
強
い
ド
イ
ツ
語
で

F
マ
イ
ク
の
前

に
立
ち
間
帯
手
の
誼
も
厳
粛
に
蹴
惑
を
迷
べ
、
次
い
で
泊
キ
と
放
ワ
た
‘
郷

子
札
は
、
さ
し
も
庚
大
な
身
中
グ
一
フ
シ
ド
を
埋
め
る
観
衆
を
樫
倒
し
議
し

で
終
ふ
。
と
ζ

ろ
が
比
の
時
の
ド
イ
ツ
語
が
イ
ロ
ハ
の
逝
だ
っ
た
事
は
、

さ
す
が
ヒ
（
知
）
ツ
ト
ヲ
ー
も
知
る
ま
い
。
績
い
て
堂
キ
澗
歩
し
来
ワ
た

渡
謹
若
の
ム
ツ
ソ
リ
ュ
ー
も
ア
イ
ウ
エ
オ
の
逝
し
ま
を
統
鮮
に
代
へ
、
早

国
境
り
し
た
竹
内
震
の
近
衛
、
細
井
君
の
鄭
孝
育
、
村
岡
去
の
淫
精
街
、
五

ケ
同
代
表
の
円
、
っ
と
び
き
し
め
た
歴
史
的
握
手
ば
二
千
太
百
年
奉
祝
歌
の

パ
シ
ド
の
吹
奏
械
に
、
或
は
高
〈
或
は
低
〈
個
々
の
意
志
在
意
志
と
を
そ

の
障
に
輝
や
か
せ
て
、
離
れ
ず
暫
し
は
膝
放
の
材
塙
に
淡
入
し
で
居
た
。

か
〈
て
終
始
一
時
間
宇
に
亘
る
ハ
I
モ
ζ

力
行
惑
は
幕
と
な
っ
た
の
守
あ

る
が
此
の
大
成
功
の
裏
碕
に
随
分
苦
心
の
あ
っ
た
事
を
も
、
止
め
て
置
き

度
ぃ
。
勿
論
各
部
員
が
一
致
問
紡
し
て
努
力
し
た
事
が
此
の
結
果
を
麗
ら

二
二
阿

し
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
村
田
打
の
指
揮
作
品
ろ
し
き
を
得
た
事
を
あ
げ
て

感
謝
し
、
同
時
に
舞
台
裏
に
あ
っ
て
続
々
の
問
慮
を
ね
が
っ
た
酒
井
材
、

杉
山
討
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

新
体
制
と
同
時
に
皮
撃
を
あ
げ
た
昔
築
部
だ
け
に
、
確
悶
た
る
茶
礎
は

A
7
の
と
こ
ろ
出
来
て
居
な
い
が
、
次
の
様
な
事
を
考
へ
て
ゐ
る
。

一
、
先
づ
一
晋
融
市
部
そ
の
も
の
L
向
上
の
意
味
か
ら
謂
っ
て
、
名
尚
レ
コ
ー

ド
錯
貨
を
、
ぜ
ひ
し
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
設
備
が
羽
花
品
H

無
で
あ
る
故
此
れ
を
整
備
す
る
事
、
一
四
円
楽
室
の
設
資
等
。

て
猿
築
研
究
方
法
の
具
体
案
と
安
施

；校：
i亥j
i奮i
；々；
：報；

今
年
は
何
ん
と
い
ふ
芽
出
由
民
い
年
で
あ
ら
う
。
大
日
本
闘
は
紀
元
二
千

六
百
年
、
租
山
皐
院
は
創
立
第
三
十
周
年
、
何
れ
も
未
曾
有
の
奉
祝
年
で

あ
る
。
十
字
ひ
な
る
哉
、
内
に
新
体
制
の
胎
動
を
き
、
、
外
に
世
界
新
秩
序

の
建
設
を
み
る
。
静
か
に
母
校
の
豚
史
を
た

E
れ
ば
、
御
立
・
庵
に
於
け
る

宗
肌
九
ヶ
年
の
御
垂
教
は
身
延
川
の
荷
き
流
れ
の
如
〈
、
今
何
組
向
島
e

院

に
流
れ
俸
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

弘
仁
二
年
門
加
減
二
五
五
年
）
笹
山
第
十
七
世
議
円
単
院
日
鏡
上
人
は
四

谷
善
事
院
を
開
創
し
た
。
か
〈
て
阿
十
四
年
つ
ピ
い
た
善
血
中
院
は
慶
長
丸

年
十
二
月
廷
内
第
二
十
二
世
心
性
院
日
蓮
上
人
に
よ
っ
て
更
に
繍
張
さ
れ

丙
谷
檀
林
と
咽
惜
し
も
に
。
そ
れ
か
ら
二
七
一
年
間
つ
ピ
い
た
西
谷
伺
林
は
明



治
七
年
十
一
月
二
十
二
日
延
山
七
十
三
世
日
薩
上
人
に
よ
っ
て
身
延
檀
林

と
改
縛
さ
れ
、
爾
来
の
能
化
磁
を
陵
し
、
法
首
直
講
の
制
を
定
め
た
。
現

在
の
本
師
生
は
そ
の
時
の
講
堂
で
あ
る
。
明
治
八
年
六
月
日
蓮
宗
大
令
の

決
議
に
よ
ワ
て
身
延
植
林
を
日
蓮
宗
中
血
中
院
と
稀
し
、
更
に
明
治
十
七
年

延
山
第
七
十
四
世
日
鐙
上
人
は
中
事
院
を
白
蓮
宗
大
槌
支
林
と
改
め
た
。

明
治
二
十
三
年
延
山
第
七
十
五
世
、
日
修
上
人
は
大
檀
支
林
を
甲
府
へ

移
曲
押
し
宗
義
専
門
事
校
ハ
宗
皐
林
）
と
い
っ
た
。
明
治
二
十
八
年
六
月
延

山
第
七
十
七
世
日
殿
上
人
は
宗
桜
林
を
小
鹿
林
と
改
め
、
明
治
三
十
五
年

延
山
第
七
十
八
世
日
良
上
人
は
小
山
砲
林
を
小
撃
林
と
秘
し
た
。

明
治
二
十
六
年
一
月
十
七
日
延
山
第
七
十
六
世
日
阜
上
人
は
組
山
大
曲
学

院
を
創
設
し
、
自
ら
敬
頭
と
し
て
親
講
し
、
明
治
三
十
六
年
間
月
日
良
上

人
は
本
科
三
年
時
期
科
五
年
制
度
を
し
き
、
明
治
三
十
八
年
三
月
名
を
租
山

隼
院
と
改
め
、
明
治
四
十
一
年
五
月
十
一
日
深
科
五
年
を
三
年
制
と
し
た
。

明
治
四
十
五
年
四
月
延
山
第
七
十
九
世
日
慈
上
人
は
組
山
皐
院
に
小
隼

林
を
合
併
し
、
高
等
部
四
年
（
二
年
後
三
年
制
に
改
む
）
中
等
部
五
年
制

を
定
め
た
。

昭
和
十
二
年
四
月
中
等
部
を
中
皐
林
と
し
、
昭
和
十
五
年
中
限
林
を
加

山
中
撃
と
改
め
、
昭
和
十
六
年
二
月
十
二
日
付
文
部
省
の
認
定
を
得
た
。

上
教
血
中
に
御
理
解
あ
る
院
長
現
下
を
い
た
Y
き
、
下
順
良
な
る
能
所
を

擁
し
、
昨
今
皐
院
は
内
容
外
観
共
に
完
備
し
、
本
化
教
化
の
道
場
と
し
て

将
来
盆
・
4

発
展
す
る
で
あ
ら
う
。

こ
h

に
謹
ん
で
紀
元
二
千
六
百
年
と
畢
院
創
立
＝
一
十
周
年
を
統
一
隠
し
来

品
。

校

tc 
曾

有

報

山
川
会
同
校
友
誇
凡
よ
P
御
通
信
を
頂
く
こ
と
が
あ
ま
り
少
か
っ
た
銭
校

友
命
日
名
簿
は
同
窓
曾
と
合
体
し
て
出
版
し
た
。
ハ
武
田
生
）

北
陸
校
友
曾
支
部
曾
報

事
務
所
富
山
市
梅
津
町
三
一
七
ま
像
寺
内

。

記

事

一
、
四
月
中
旬
よ
り
下
旬
に
渡
り
植
山
法
主
税
下
北
陸
の
御
巡
錫
あ
り
、

同
月
二
十
日
支
部
代
表
七
名
金
路
市
立
像
寺
に
於
て
御
筑
嫌
米
伺
し

蛍
支
部
の
目
的
、
人
員
、
現
況
を
申
上
げ
た
る
所
、
過
分
の
賞
制
及

淑
蹴
の
僻
並
に
金
一
封
を
賜
る
、
一
同
感
搬
を
新
に
し
て
本
文
部
の

溌
展
と
目
的
貰
途
に
努
力
せ
ん
と
誓
ふ
。

二
、
開
局
二
十
一
日
午
後
二
時
金
棒
市
高
岸
寺
に
於
て
支
部
第
二
回
北
陸

総
合
を
開
催
す
、
出
席
人
員
十
五
名
。

し
蛍
日
大
舎
の
順
序

一
、
開
舎
の
際
一
一
、
議
総
一
二
、
顧
問
挨
拶
阿
、
他
豚
舎
員
採

拶
五
、
協
議
事
項
六
、
茶
話
曾
七
、
記
念
撮
彫
八
、
散
含

Z
賞
日
出
席
者
人
名

石
川
鯨
坂
井
一
冗
涼
師
、
中
尾
数
耐
師
、
中
長
教
諭
、
襖
井
宏
仙
、
谷

川
寛
徳
、
前
阿
慈
仁
、
越
野
教
宏
、
中
山
元
建

富
山
鯨
一
脇
島
瑞
岳
、
間
宮
観
騰
、
松
村
文
光
、
襖
祭
鎮
静
、
大
津

録
画
持
、
葛
原
抵
抗
静

稲
井
臨
肺
森
同
文
相
防

一
ニ
、
四
月
十
日
関
西
に
於
け
る
校
玄
合
大
合
に
松
村
幹
事
出
席
二
十

二
二
五



校

1¥lit 
~ 

報

友

キ

一
日
夕
刻
崎
楽
し
其
り
犬
舎
の
協
議
事
項
及
び
終
週
報
告
を
な
す
。

問
、
組
山
事
院
の
紛
認
を
俸
関
す
る
も
何
等
の
連
総
な
し
、
総
合
席
上
長

相
究
明
に
努
力
す
る
と
共
に
之
に
到
す
る
態
度
に
就
き
て
協
議
す
、

同
時
に
合
員
一
名
を
登
認
せ
し
め
て
連
絡
す
る
ζ

と
L

す。

四
月
二
十
一
日

五
、
右
狙
絡
員
閥
西
に
杢
り
解
決
方
法
あ
る
を
察
知
し
、
そ
の
機
運
に
る

吾
を
肴
以
し
て
賜
来
す
、
依
て
幹
事
数
名
金
制
伴
市
蓮
鐙
寺
に
集
合
し

て
協
議
す
。

六
、
四
月
二
十
一
日
午
後
六
時
金
津
市
浅
の
川
河
昨
並
士
口
棲
上
に
於
て
曾

員
中
の
蹄
還
兵
襖
築
計
、
中
山
潟
行
の
お
原
対
の
補
者
に
祝
意
を
表

す
る
と
共
に
合
員
相
互
の
懇
親
を
計

P
一
タ
の
宴
を
催
ナ
。

七
、
本
支
部
の
創
立
設
展
に
甚
大
な
る
努
力
を
議
さ
れ
た
る
松
村
文
光
附

は
目
下
、
宗
務
所
役
員
及
び
富
山
市
青
年
間
等
の
要
職
に
在
り
活
躍

中
な
り
。

八
、
石
川
敏
富
山
鯨
問
の
連
絡
、
事
務
進
行
上
前
阿
君
大
ひ
に
活
躍
す
、

合
員
相
互
間
の
融
和
は
此
の
積
、
縁
の
下
の
力
持
ち
師
に
負
ふ
所
大

な
り
。

京
都
校
友
曾
支
部
曾
報

随
一
本
は
今
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
向
ワ
て
一
大
輔
煙
車
が
仙
沼
げ
ら
れ
よ
う
と
し

て
ゐ
る
、
そ
こ
に
は
多
大
の
忍
苦
と
犠
牲
が
要
請
せ
ら
れ
て
ゐ
る
、
個
人

的
利
害
の
如
き
は
営
然
放
部
排
撃
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
時
同
を
認
識
し

て
新
し
き
事
態
に
即
臨
惜
し
善
庭
し
符
ざ
る
も
の
は
悉
〈
自
滅
の
道
を
辿
る

一ー
ムノ、

の
外
は
な
い
0

・
冗
し
〈
車
問
門
下
一
丸
と
な
ワ
て
4
1
正
安
闘
の
大
義
の
も

と
に
滅
私
奉
公
の
誠
を
致
す
べ
き
で
あ
る
。

光
は
身
廷
よ
り
と
宗
祖
立
殺
の
本
旨
と
異
体
同
心
の
机
訓
を
此
押
し
伶
徒

本
来
の
使
命
を
達
成
せ
ん
が
た
め
昨
年
五
月
結
成
さ
れ
た
の
が
本
支
惚
で

あ
る
。

合
す
る
毎
に
、
そ
こ
に
は
常
に
不
思
議
に
融
け
あ
う
た
感
激
が
あ
る
。

そ
は
凡
ら
〈
窓
山
身
延
に
血
中
ぴ
本
地
の
風
光
に
育
ま
れ
た
も
の
、
み
の
味

は
う
感
懐
で
あ
ら
う
。
こ
の
感
鋭
こ
そ
員
に
宗
門
飛
躍
の
岡
山
勤
カ
で
あ
り

こ
の
感
波
今
一
致
化
に
寺
門
続
容
に
強
き
力
主
し
て
活
動
す
る
こ
そ
粗
削
へ

の
御
奉
公
で
あ
り
宗
門
人
と
し
で
の
道
で
あ
ら
－
勺
。

昨
秋
十
一
月
十
五
日
三
木
幹
事
の
斡
旋
議
力
に
よ
り
本
山
立
本
寺
に
於

で
成
立
第
一
同
講
演
大
舎
を
開
似
、
会
合
H

貝
世
帯
社
、
就
中
三
木
、
美
町
内
、

問
中
制
等
熱
誠
あ
ふ
る
、
、
大
獅
子
札
は
聴
衆
に
多
大
の
舷
銘
を
奥
へ
身
延

な
ら
で
は
の
感
を
愈
キ
深
か
ら
し
め
た
事
正
阿
川
ふ
。

更
に
特
筆
す
べ
き
事
は
本
年
四
月
金
閣
航
山
出
身
者
懇
親
大
舎
を
催
し

た
事
で
あ
る
。
宗
門
悉
知
の
如
く
阿
月
十
一
日
よ
り
四
日
間
に
亘
り
大
本

山
妙
願
寺
に
於
て
皇
紀
二
千
六
百
年
米
賛
疏
藤
並
像
命
六
百
遠
忌
法
要
の

段
修
せ
ら
る
誌
に
蛍
り
或
は
宗
門
代
表
’
と
し
て
叉
末
寺
と
し
て
多
致
出
身

者
の
上
京
あ
る
べ
く
本
合
は
こ
の
千
載
一
遇
と
も
い
ふ
べ
き
好
期
を
窓
義

あ
ら
し
め
相
互
協
力
の
貨
を
事
戸
、
ベ
〈
、
時
恰
も
遠
忌
局
誌
と
し
て
登
山

せ
る
兵
庫
の
古
川
瞥
善
師
並
に
門
末
仔
理
、
評
議
員
た
る
大
阪
の
有
光
友

遜
師
等
と
謀
り
本
合
並
に
近
府
際
在
住
有
志
品
提
起
の
下
に
十
三
日
午
後
六

時
よ
り
料
亭
翁
摘
に
於
て
開
催
集
る
も
の
遠
〈
内
閣
よ
り
陶
磁
修
附
身
延



の
結
城
瑞
光
師
、
寓
山
の
松
村
文
光
師
、
越
前
の
戸
闘
周
妙
師
等
賞
に
四

十
一
名
、
誠
に
未
曾
有
の
縫
合
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
記
念
撮
嵐
官
を
な

し
L

古
川
存
善
師
の
一
入
熱
調
を
帯
び
た
る
開
舎
の
換
拶
あ

p
、
績
い
て
各

師
交
キ
立
っ
て
自
己
絹
介
或
は
抱
負
を
語
H
意
見
の
開
陳
あ
り
、
客
酎
と

な
る
や
各
所
に
闘
煉
と
な
っ
て
互
に
過
ぎ
に
し
自
の
思
ひ
出
多
き
血
中
窓
生

活
を
語

P
合
ふ
扶
景
は
ま
と
主
筆
舌
に
つ
〈
し
難
き
も
の
が
あ
っ
た
。
か

〈
で
和
気
霧
キ
裡
に
午
後
十
時
辻
能
率
師
の
悶
舎
の
酵
を
以
て
終
了
こ
の

催
し
の
得
る
所
極
め
て
大
に
し
て
且
つ
大
い
に
租
山
の
意
気
を
高
か
ら
し

め
た
る
事
を
衷
心
よ
り
喜
ぶ
と
共
に
将
来
の
結
束
を
切
望
し
て
止
ま
な
い

特
に
中
保
、
泉
繭
先
生
の
御
臨
席
下
さ
れ
た
事
は
我
俸
の
深
〈
光
祭
と
す

る
鹿
心
計
り
の
紀
念
ロ
聞
を
お
遺

P
申
上
げ
感
謝
の
印
と
し
た
。

術
大
先
輩
鎌
田
麗
獄
、
伊
藤
海
開
雨
信
正
は
宗
門
要
職
に
あ
る
方
正
て

御
多
用
の
た
め
御
来
臨
を
得
な
か
っ
た
の
は
誠
に
残
念
で
あ
っ
た
が
特
に

殊
更
な
御
配
慮
に
預
っ
た
事
は
深
〈
感
蹴
に
堪
へ
な
い
所
で
あ
る
。

出
席
者
門

C
印
ほ
踏
襲
起
人
）

保

是

明

泉

義

開

局

妙

岡

視

野

耀

章

O
守

法

頂

能

事

O
花

島

良

川

啓

善

O
吉

田

英

橋

潮

宵

近

藤

憲

所

英

照

O
有

光

友

馬

鳳

準

大

野

皐
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木
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建

O
矢
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現

段

中

保

良

選

小

林

O
繭

山

英

血

中

原

智

問

先

山

田
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海

発

順

土

木

龍

明

山

岡

午

后

一

致

今

江

郎

湾

北

川

横

枕

智

昭

加

藤

蹴

静

各

師

関
に
本
合
身
長
と
し
て
常
に
懇
切
な
る
御
指
導
を
下
さ
れ
る
浅
野
耀
章
師

は
京
都
修
法
師
舎
キ
長
と
し
で
重
き
を
な
し
願
山
評
議
員
其
の
他
の
要
職

に
あ
ら
れ
叉
花
島
良
端
、
三
木
割
伊
達
師
は
光
山
車
中
院
に
教
鞭
を
と
り
更
に

常
任
布
教
師
と
し
て
活
躍
せ
ら
れ
つ

L

あ
る
は
本
舎
の
た
め
欣
ほ
し
い
事

で

あ

る

。

〈
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名
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舎
内
は
舎
監
の
下
に
良
〈
統
制
あ
る
生
活
を
し
て
ゐ
る
。
今
年
度
の
役

員
は
合
長
岩
成
光
還
、
則
合
長
前
回
超
光
、
悶
麗
漂
玄
唱
（
多
賀
）
の
諸

君
は
合
生
一
同
と
協
力
し
て
感
業
、
行
法
の
槍
晶
唱
に
一
意
事
心
舎
の
向
k

設
展
を
謀
つ
で
ゐ
る
、
合
計
は
野
口
耀
源
君
、
合
計
助
手
に
江
口
啓
海
君

物
資
不
足
節
約
の
折
柄
舎
生
に
不
自
由
の
感
無
曹
様
よ
〈
切
り
廻
し
て
ゐ

る
の
に
は
一
同
喜
ん
で
ゐ
た
が
、
九
月
八
日
一
身
上
の
都
合
に
て
江
口
肴

退
合
解
任
し
、
そ
の
後
を
佐
藤
孝
君
が
引
縫
ぎ
を
し
た
。
舎
は
南
北
各
自
宗

二
二
七


